
[特別講演] 

働けるうちは働きたい 

人生 100 年時代のセカンドキャリア 

                                                                               

山葉隆久（高３０回）                                                                                                         

●プロフィール 

YAMAHA LABO 代表、社外顧問、大阪大学産業科学研究所

特任教授、光産業創成大学院大学客員教授。１９７８年

浜松北高等学校、８２年東北大学工学部卒業。半導体エ

ンジニアとして沖電気を経てヤマハに入社。９８年東北

大学で工学博士号を取得。９９年ヤマハの半導体工場を

買収したローム浜松法人に移り、２００２年にローム本

社に転籍。０９年ローム取締役、翌１０年に常務取締役

に昇任。１３年超円高による業績不振の責任を取り退任。 

その後、半導体関連会社２社の取締役を経て、     

新日本無線常務執行役員を２１年末退任。２２年独立。 

著書に「誰とでもどこででも働ける 最強の仕事術」 

（自由国民社、２３年３月） 

 

●講演内容のご紹介 

会社員にとって定年は「年齢による強制退場」と言えます。一部の人々は定年

を迎えた後、働かない選択をしますが、定年後も引き続き働きたいと考える人は

少なくありません。定年後に引き続き活動的に働きたい場合、従来の雇用形態か

ら自立した働き方への転換が必要です。 

私自身も定年後に働き続けることを望んでおり、40 年間の会社員生活を経て、

2 年前に独立しました。敷かれたレールの上を歩んできた私には、60 歳を過ぎ

てからの職探しは容易ではありません。現在は独立して 3年目を迎え、「働ける

うちは働きたい」という思いをお伝えします。 

それから、私が 40 年間勤めた半導体業界での経験を基に、日本の半導体産業

の現状について紹介します。ここ 3 年間で半導体業界には４兆円の税金が投じ

られ、その復興が試みられています。身近でないけれど重要な半導体産業につい

て、日々接するニュースの理解を深められるようにポイントを解説します。 

 

連絡先：Yamaha.Labo@mbr.nifty.com 


